
静岡新聞で学ぼう

２０２０年５月１５日朝刊

①インターネット・ゲーム依存症対策条例の内容はどのようなものでしょう。

②高校生の訴えはどのようなものでしょう。

③この条例についてどう思いますか。また自分たちだったらどんなルールにしますか。

年 組 名前
（中学～高校／社会、国語、総合、生徒指導、その他）作問者：ＮＩＥアドバイザー 塚本学（常葉大学付属常葉中学・高校 教諭）

記事を読んで問いに答えなさい。
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記事を読んで問いに答えなさい。 解答例

保護者が子どもと話し合ってスマートホンなどの使用の際のルーツづくりをするよう
要求。ゲームの利用は１日６０分を目安。スマホの使用は中学は午後９時、それ以
外は午後１０時までにやめさせる。保護者にルールを巡視させる努力義務を課す。

（ゲーム依存症の発症とスマホの使用の時間制限との関係に科学的根拠はなく）

条例の目的に正当性が認められない。もしあったとしても、条例は子どもの基本的
人権を制限している。

（例）

・条例で制限するのはやりすぎだ。子どもとその家族が自分で考える約束事を決めた方がよ
い。

・他国と比べ日本の取り組みは遅れているから、条例はよい。自治体が具体的な対策を示し
た点でモデルになる。 など。


